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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は，王950年代後半に始まったアメリカのカリキュラム改革運動の一翼を担ったBSCS

（B五〇旦ogica五Sde巫ces　C岨ricω岱狐Sをωy）の，カリキュラムの変遷遇程を，科学的リテラシー概念を手

がかりとして解明することを第一の目的としている。それはBSCSが，1950，60年代に科学的探究を

通して獲得される科学概念の理解を目標としたカリキュラム開発を行っていたものが，1980年代以降

現在まで，科学と技術に関連した社会的間題の解決と意思決定能力の育成と，科学官・技術，社会問の

理解を目標としたカリキュラム開発へと，その中心を移してきたからである。本論文では，その聞の

カリキュラム開発理念の変遷過程を明らかにしている。

　一方，本論文は，このプロセスの到達点としての現在，BSCSがいかなる特色を持ったカリキュラ

ム開発を行っているのかを，このプロセスの流れの中で検討しており，これは第二の目的を構成して

いる。

　以上二つの目的を達成するべく，本論文では，まず1960年代から現在までのBSCSのニュース。レ

ターや，BSCSならびにBSCSスタッフによる論文，書籍，報告書類等を，科学的リテラシー概念と

関連づけて分析している。次のこの分析の結果導き出された視点をもとに，科学的リテラシーを目標

として明確に打ち出している，近年開発された3種のSTSカリキュラムを分析している。

論文の概要

1）現在のBSCSのカリキュラム開発理念に到る発展プロセスを，科学的リテラシー概念を基礎にし
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て描き出すことができるか

　本論文の第一の目的達成のために，まず第五章と第2章においては，アメリカ科学教育の動向との

対比の申で子各時代区分におけるBSCSカリキュラムの特色を明らかにし，設立以来のBSCSにおけ

るカリキュラム開発の方針を6点解明している。このうちカリキュラム開発プロセスとの関連におい

て，特に重要なのは，1つには，BSCSが教育対象として，申等学校レベルのあらゆる生徒をラ設立

以来一貫して想定していた点であり，もう1つは，BSCSが，科学の内容とプロセスを理解するため

の文脈として，一貫して科学的探究を重視してきた点である。

　一方，第3章においては，アメリカにおいてこれまで唱えられてきた科学的リテラシー論を整理す

る中で，ヱ980年代以降BSCSが主張してきた科学的リテラシーの特色を，15点にまとめている。そし

てそれを，BSCSカリキュラムの目標を構成する「知識。理解」，「スキル」，r価値と態度」の3つの

領域ごとに分類，整理している。

　これらの基本的な分析結果をもとに，、第3章では，さらに、BSCSにおけるカリキュラム開発の方

針と科学的リテラシーとの関連を検討している。また科学的リテラシーの概念が拠って立つところの，

現代民主主義社会における市民性（CitiZe巫Ship）の育成という教育全体の目的と，科学教育の存立基

盤である自然科学の内容とプロセスの理解という目標が，BSCSの設立以降王互いにどのように位置

づけられてきたかを検討している。

　その結果，BSCSの1970年代は亨80年代へとつながる過渡的な時代，もしくは60年代のカリキュラ

ム開発の理念を取り込みつつ，80年代の科学的リテラシーへと結び付けた時期であると結論づけてい

る。つまりBSCSは害60年代カリキュラムの目標である，科学的探究を通して獲得される科学概念の

理解を捨て去ってしまったわけではなく王それを，STSカリキュラムに代表される科学的リテラシー

育成を目標としたカリキュラムの申に包含しながらラ発展してきたと結論している。

2）科学的リテラシーの意味する具体的内容と，その育成のための指導方策は何か

　第4章においては，科学的リテラシーを目標として掲げるカリキュラムを分析する項目の確定を行

い，これを用いて，BSCSの代表的な3つのSTSカリキュラムを分析し，BSCSの科学的リテラシー

の具体的内容とその育成の方策を，カリキュラムレベルで解明している。その結果，科学的リテラシー

の内容について9点，その育成の方策について7点，さらにカリキュラムを構成するためのアプロー

チについて1点の特色を，それぞれ解明している。

　さらに第4章においては，BSCSと異なるSTS教育の指導方策を用いている。アメリカの他の研究

者と学会を取り上げ，それらとの比較を通じて，BSCSの科学的リテラシー育成の方策の特色を，よ

り明確に提示している。またSTSカリキュラム以外のBSCSカリキュラムにおいても，これらの特色

が見られることを論じ，特に現在開発が進行しているK一ユ2学年までを一貫した総合的カリキュラム

に，その特色が顕著であることを指摘している。

以上の結論を踏まえた上で，終章においては，BSCSカリキュラムの変遷過程を，BSCSの自然観，
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科学観，教育観や，組織としての政策的側面などから分析することの必要性と，現在開発が進んでい

るカリキュラムの特色を，本研究が明らかにしたBSCSカリキュラムの変遷過程の申に位置づけ，今

後のBSCSのカリキュラム開発活動の方向性を明らかにすることの必要性を論じている。さらに

BSCSカリキュラムの分析から得られた知見をもとに，科学的リテラシーの育成を目指した日本の理

科授業の設計ラ実践，評価を行い，そこでの問題点とその克服の方策を提起することの必要性など，

今後残された課題について論じている。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文は，理科教育におけるアメリカの『BSCS』のカリキュラムの解明を通して，科学概念の理解

の成立過程を歴史的な方法を用いて解明するとともに，社会的問題の解決と意思決定の能力の育成に

ついて，先行研究を丹念に調べ，生物教育のカリキュラム開発の理念を解明するための，構成原理と

配列原理による教材構成理論を考察したところに研究の意義がある。特に，生物教育のカリキュラム

の依って立つ根拠を理論的に解明し，上記の理論を適用し，授業改善の方策を示したことは，高く評

価できる。

　本論文は，著者の研鐘の成果であり、その記述は詳細にわたるものである。また，論文の記述方法

は，具体と理論を併置する展開の方法で行っている。これは海外の異質な内容を分かり易く提示する

ための工夫である。そして，各章の関連と各々の章で生物教育におけるカリキュラム研究の方法を実

証的に考察している点は，独創的であると言える。

　よって，著者は博士（教育学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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